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国際学会報告 
Boston University Conference on Language Development 43 
－第 43 回ボストン大学言語発達学会－ 
2018 年 11 月 2 日（金）〜11 月 4 日（日） 
国際コミュニケーション学部 島田 博行 
 
発表題目 
(1) On a developmental delay in the L1 acquisition of the Japanese 
nominative object 
(Tetsuya Sano, Hiroyuki Shimada, and Yoshiki Fujiwara) 
 
(2)  Acquisition of ellipsis: Phonology or syntax 
(Yoshiki Fujiwara and Hiroyuki Shimada) 
 
(3)  The anti-reconstruction property of cleft constructions in child Japanese 
(Hiroyuki Shimada, Akari Ohba, Rika Okada, and Kyoko Yamakoshi)  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
１．Boston University Conference on Language Development (BUCLD) 
私は理論言語学の立場から主に言語獲得を中心に研究活動を行っているが、我々の研究分野
の中でも最も規模が大きく、また質も高い国際学会がこの BUCLD といっても過言ではないで
あろう。この数年間でも毎年 350~500 件の応募があり、参加者も数百名にのぼり世界各国から
研究者たちが集まる学会である。私が携わる理論言語学はノーム・チョムスキーが提唱した生
成文法理論の提案に端を発し、この半世紀ほどの中で驚くほどの進展を遂げ、アメリカはもち
ろん、ヨーロッパ、アジアを問わず世界中で理論言語学の研究者が日夜研究に勤しんでいる。
その理論言語学の発展に伴い、母語獲得の研究もまたこの数十年の間に非常に大きな発展を遂
げてきた。そのような中で、今回で 43 回目を迎える BUCLD は年に１度、そのような理論言
語学の立場をとる研究者、またその他のアプローチを取る（認知言語学、あるいは心理学とい
った）様々な研究者が、第一言語（母語）獲得、第二言語獲得、失語症、バイリンガリズム等、
広範囲に及ぶ「言語獲得（発達）」の分野において最先端の研究発表を行い、議論を交わす場で
ある。 
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２．本研究発表に関する経緯 
BUCLD での発表は、2013 年、2016 年、2017 年、2018 年と今回で 4 回目を数える。私の
研究分野とする理論言語学（言語獲得）の分野の主たる問いの１つに、「ヒトはいかにして言語
をかくも容易に獲得するのか」ということが挙げられるが、この問いに答えるためには、どの
言語がどういったプロセスを経て獲得されているのかに関して、世界中の研究者と新たなデー
タをもとに議論を交わし、理解を深める必要がある。なぜならば我々の問いは、「英語がどのよ
うに獲得されるか」あるいは「日本語がどのように獲得されるか」という個別言語に限った話
ではなく、上記にもある通り「ヒトはいかにして言語を獲得するのか」というのが我々の問い
だからである。したがって、我々は英語のみならず、イタリア語、スペイン語、アイスランド
語等、一見すれば日本語と縁もゆかりもない言語の獲得データをもとに「ヒトが言語を獲得で
きる理論」を構築する必要がある。また同時に、逆も然りとも言えるであろう。我々は、日本
人研究者だからこそ得られる日本語の母語獲得のデータを世界中の研究者に知ってもらうこ
とで、我々の言語獲得研究に関する知見が深まり、理論の発展があると言える。BUCLD をは
じめとするこのような国際学会は、最新の研究データに関して世界中から来た著名な研究者た
ちが活発に意見を交わし、新たな知見を得られる場であり、我々の掲げる言語獲得研究に関す
る課題に取り組むにあたって非常に有意義な、そして貴重な機会であるということは言うまで
もないことである。また、同時に、このような学会で自身の研究が採択された際には、論文と
して出版され、国内外問わず多くの研究者の目に触れる機会も当然ながら増える。このような
背景から、私自身はこれまでも積極的に BUCLD や Generative Approaches to Language 
Acquisition North America, Japanese-Korean Linguistics 等の国際学会で発表することに努
めており、今回の研究発表もその一環である。 
 
３．本研究発表を踏まえて 
BUCLD43 では、3 つの研究発表を行ってきた。1 つは、『主格目的語に関する獲得』（明治
学院大学教授の佐野哲也先生、コネチカット大学大学院生の藤原慶樹氏との共同研究）、2 つ目
は『統語的削除の獲得』（藤原慶樹氏との共同研究）3 つ目は『分裂文と再構築性に関する獲得』
（ハワイ大学大学院生の大庭明莉氏、お茶の水女子大学大学院生の岡田理加氏、お茶の水女子
大学准教授の山腰京子先生との共同研究）である。本発表を踏まえて、実際に多くの研究者に
大変有意義なコメントをもらうことができた。それぞれの研究は、2019 年出版予定の
「Proceedings of Boston University Conference on Language Development 43」に収録予定
であるので、具体的内容はそちらを参照していただきたい。 
また、今回の発表研究を経て、近年の研究の流れ、動向といった側面も知ることができたこ
とも意義としては非常に大きい。上記にもある通り、この 50 年ほどの間に、言語（理論）研究
は爆発的に発展を遂げたと言える。それは同時に、新しい構文（研究のもととなる原石）とい
ったようなものが見つけにくくなったとも言えるであろう。これは私が日本人で日本語を研究
しているからということではなく、おそらく認知度の高い言語であればあるほど研究が進んだ
が故に目新しく価値の高いものを発見することが困難となった状況に変わりはなく、世界中の
研究者が同じ状況にあるといと言えるではないだろうか。そういった中で、どうやって新しい
研究への道を切り開くかが鍵となるわけだが、今回の BUCLD への参加を経て、著名な研究者
たちの研究アプローチを見聞きし、その切り口となるようなものを得ることができた。これは
上記にある本発表内容と直接的に結びつくものではないが、今後の研究の原石を手に入れたと
いっても過言ではなく、これからの研究活動に活かしていきたい。 
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4. 最後に 
我々のような言語獲得研究は、いわゆるマンパワーが必要であり、このような共同研究とい
う形をとることが多い。というのは、特に我々のような実験系となる場合には、研究案、実験
プラン、実際の保育園あるいは幼稚園における実験と、あらゆる場面で人手が必要になるから
である。例えば、アメリカの大学（Massachusetts Institute of Technology や University of 
Maryland）では、獲得研究の研究室（所）があり、実際に研究室（所）単位で研究発表を行う
ことも決して珍しくはない。一方、日本では残念ながら海外のような言語獲得研究室（所）と
いうような大規模な研究環境というのはそろわず、それぞれ別の大学に所属する恩師、研究仲
間、あるいは自分の学生といった周りの研究者たちと手を取り合って研究を進めることが非常
に多い。今回、私の発表に共同で研究活動にあたっていただいた、恩師の佐野哲也先生、私の
後輩にあたる藤原慶樹氏、また学生の頃より御指導頂き、現在は研究仲間として一緒に活動さ
せて頂いている山腰京子先生、そして山腰先生の学生である大庭明莉氏、岡田理加氏に深くお
礼を申し上げたい。 
また、なによりこの度私に BUCLD での発表の機会をくださった本学関係者の皆様に、この
場を借りて心からお礼を申し上げるとともに、本発表を通じて得られた知見を存分に活かし、
今後の研究活動に繋げることをここにお約束したい。 
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